
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿を走査して得られた画像信号から原稿の濃度特性を示す特徴データを抽出し、その
抽出された特徴データから原稿の特性を認識する特徴データ抽出手段と、
　上記原稿の画像信号の濃度値を原稿の特性に応じた補正濃度値に変換するための濃度補
正テーブルを複数有し、上記特徴データ抽出手段による原稿の特性認識情報に基づいて上
記濃度補正テーブルの中から濃度補正テーブルを選択し、その濃度捕正テーブルにより画
像信号の濃度補正を行う濃度補正手段と、を有し、
　上記抽出される特徴データが画像の濃度値ヒストグラムの最大度数を持つ濃度値（ｌｐ
）と、該最大度数の濃度値を含む所定範 の画素数と全画素数との割合（ｐｅｒｌ）と
で構成され、これにより上記特性データ抽出手段が原稿の特性を認識することを特徴とす
る画像処理装置。
【請求項２】
　上記特徴データ抽出手段は、濃度補正を行う画像信号のラインに相前後する複数又は単
数ラインの画像信号により濃度値ヒストグラムを作成し、この作成したヒストグラムより
上記特徴データである濃度値（ｌｐ）及び割合（ｐｅｒｌ）を抽出し、これにより原稿の
特性を認識することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　上記特徴データ抽出手段は、濃度補正を行う画像信号のラインにおける濃度値ヒストグ
ラムを作成し、この作成したヒストグラムに基づいて、最大濃度値（ｌｐ）及びその割合
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（ｐｅｒｌ）の特徴データを抽出し、これにより原稿の特性を認識する一方、該認識結果
により濃度補正テーブルを選択し、上記濃度補正手段は、選択された濃度補正テーブルに
基づいて上記濃度補正を行うラインの画像信号の濃度補正を行うことを特徴とする請求項
１記載の画像処理装置。
【請求項４】
　上記濃度補正手段における濃度補正テーブルの選択を、抽出された特徴データ及び、濃
度補正を行った前のラインの濃度補正テーブルに基づいて行うことを特徴とする請求項１
記載の画像処理装置。
【請求項５】
　上記特徴データ抽出手段は、作成した画像の濃度値ヒストグラムの最大度数を持つ濃度
値を、ある一定の濃度値以上の濃度値の範囲における濃度値ヒストグラムの最大度数を持
つ濃度値として抽出することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項６】
　上記特徴データ抽出手段は、画像の濃度値ヒストグラムの最大度数を平均化した濃度値
ヒストグラムの最大度数とすることを特徴とする請求項１又は５記載の画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ディジタル複写機やスキャナなどに用いられ、記録画像の画質向上を図るため
、原稿を走査して得られた画像信号に対し、原稿の特性に応じた最適な濃度補正処理を行
う画像処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、ディジタル複写機やスキャナでは、原稿をＣＣＤ（Ｃ harge　Ｃ ouled　Ｄ evic
e）イメージセンサ等で読取り、該読取りにより得られた画像信号に対して、該画像信号
を再生する時の記録画像の画質を向上させるために種々の画像処理が行われている。
【０００３】
上記の記録画像の画質向上のための画像処理としては、読取られた原稿の特徴に応じて最
適な濃度補正を行うものがある。例えば、新間等の原稿では下地や裏字を除去するように
濃度補正を行い、再生画像の目視状態を良好にし、人為的にも良好な画像を得るものであ
る。また原稿に鉛筆などで書かれた原稿では、その淡い文字を濃くする うに濃度補正を
行うことで、再生画像の人為的な認識を容易に行うように補正するものが一般に知られて
いる。
【０００４】
このような濃度補正の方法として、例えば特開平５－２３６２７７号公報の「画像処理装
置」に提案されている。これは、原稿より読取った画像データ（画像信号）よりヒストグ
ラムを作成し、このヒストグラムの特徴点（最明レベル、最暗レベル、最大度数、最大度
数レベル）によって原稿の特徴を識別して、上記特徴点の情報に応じて形成された変換テ
ーブルにより、上記画像データの出力レベルを変換することで、画像信号の濃度補正を行
う方法が提案されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記特開平５－２３６２７７号公報にて提案されている濃度補正を行う画
像処理装置によれば、ディジタル複写機に用いた場合、画像データを読取る際、原稿を予
め走査するプリスキャン（予備走査）を行う必要があり、画像処理の速度が遅くなるとい
う問題が生じる。尚、上記のプリスキャンを行わないで、精度良く原稿を識別するために
は、原稿の画像データを記憶するために大容量の記憶装置が必要となる。
【０００６】
また、原稿の特徴データに対する閾値処理により原稿タイプを識別し、原稿タイプに応じ
て濃度変換テーブルの作成を行うが、上記の閾値処理方法だけでは原稿のタイプの識別精
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度に問題があり、原稿の特徴データの特性を細かく反映した濃度変換テーブルの作成が困
難なものになっている。
【０００７】
したがって、あらゆる種類の原稿を精度良く識別し、この原稿の特性に応じて濃度補正を
行うことができず、原稿の種類によって記録画像の画質を低下させる虞がある。
【０００８】
本発明は、上述の問題点を解決するために、簡単な手法により原稿の特徴を精度よく認識
し、これにより原稿の画像に忠実な濃度補正を行える画像処理装置を提供することを目的
とする。
【０００９】
特に、発明の目的は、原稿の特徴を簡単な手段にて正確に、かつ精度よく認識するように
したものである。
【００１０】
また、本発明の目的は、入力される画像信号をライン毎に濃度補正を可能にする点にある
。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上述した目的を達成するための本発明による画像処理装置は、原稿を走査して得られた
画像信号から原稿の濃度特性を示す特徴データを抽出し、その抽出された特徴データから
原稿の特性を認識する特徴データ抽出手段と、上記原稿の画像信号の濃度値を原稿の特性
に応じた補正濃度値に変換するための濃度補正テーブルを複数有し、上記特性データ抽出
手段による原稿の特性認識情報に基ついて上記濃度補正テープルの中から濃度補正テーブ
ルを選択し、その濃度補正テーブルにより画像信号の濃度補正を行う濃度補正手段とを有
し、
　本発明においては上記特徴データを、画像の濃度値ヒストグラムの最大度数を持つ濃度
値（ｌｐ）と、該最大度数の濃度値を含む所定範 の画素数と全画素数との割合（ｐｅ
ｒｌ）とで構成され、これにより上記特性データ抽出手段が原稿の特性を認識することを
特徴とする。
【００１２】
本発明による上述した構成によれば、特徴データを２つだけにすることで画像の特性を反
映させた濃度補正テーブルの選択基準が容易になる。また、このための構成が非常に簡単
になり、原稿の読取動作において濃度補正を行うこともできる。
【００１３】
そこで、上記画像処理装置の構成において、濃度値ヒストグラムとしては、画像信号の補
正を行いラインに対し、それに相前後するラインの画像信号より所定ラインによるヒスト
グラムを作成する。この時、補正を行いラインの前又は後、さらには前後の画像の特性状
況における濃度値ヒストグラムが作成でき、その処理が簡単になる。特に、特徴データを
抽出するまでの処理を高速化できる。
【００１４】
しかも、補正を行う画像信号のラインに対して前後の単一ラインにより濃度値ヒストグラ
ムを作成しても、その原稿の特性を十分に認識可能である。そのため、処理速度をより速
くなると同時に画像信号を記憶しておくメモリ容量を格段に削減できる。また、入力され
る画像信号をそのまま濃度補正して出力できる。そのため、デジタル複写機においては、
原稿の予備走査による画像の読取りを行う必要がなくなる。
【００１５】
さらに、特徴データである濃度値ヒストグラムの最大度数の濃度値を抽出においては、あ
る一定値以上の濃度値の範囲内で濃度値ヒストグラムの最大度数を持つ濃度値にすること
もできる。このようにすれば、最大度数の濃度値を特定する時間が短くて済むだけでなく
、ヒストグラムの作成においても、一定値以上の濃度値のみ対象とすればよく、その負担
が軽減でき、処理速度を一段と速くできる。
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【００１６】
また、濃度値ヒストグラムの最大度数を平均化した濃度値ヒストグラムにて、最大度数と
して設定するようにすれば、偶然が伴った濃度値における度数の最大値や極大値が少なく
なり、原稿の背景となる領域における濃度値の代表を適切に抽出できることになる。
【００１７】
【本発明の実施の形態】
本発明の実施形態について以下に図面を参照して説明する。
【００１８】
図１は、本発明による画像処理装置の全体的な回路構成を示すブロック図である。この図
１に示す本発明による画像処理装置は、デジタル複写機やスキャナ等にて読取られた画像
データ（画像信号）を入力する入力端子１と、該入力端子からの画像信号を必要に応じて
記憶するメモリ２と、該メモリに記憶された画像信号の中から原稿の特徴データを抽出す
るための特徴データ抽出回路３と、該特徴データ抽出回路にて抽出された原稿の特徴に応
じて、上記画像信号の濃度補正を行う濃度補正テーブルを選択する濃度捕正テープル選択
回路４と、該濃度補正テーブル選択回路４にて選択した濃度補正テーブルに基づいて、上
記画像信号の濃度補正を行う濃度補正回路５と、該濃度補正回路より濃度補正、つまり画
像処理された補正画像信号を出力する出力端子６を備えている。
【００１９】
図１に示す回路構成の各構成要素をさらに説明すると、共に、図２に示す画像濃度補正の
処理手順に従って本発明の濃度補正処理の原理を説明する。
【００２０】
上記メモリ２は、上記入力端子１から入力されてくる画像信号を各画素２５６レベル（８
ｂｉｔ）で格納する記憶領域を有する。そして、上記特徴データ抽出回路３は、上記入力
端子１から入力された画像信号、つまりメモリ２を介して得られる画像信号から濃度値ヒ
ストグラムを作成し、これに基づいて特徴データを抽出する。ここで、デジタル複写機や
スキャナにてプリスキャン（予備走査）を行って、濃度値ヒストグラムを作成する場合、
濃度補正を行う画像信号は上記入力端子１から改めて入力されるので、メモリ２は省略す
ることが可能である。
【００２１】
ここで、ヒストグラムとは、図３に示されるように、横軸に画像信号レベル（濃度）、縦
軸に度数（画素数）をとることで画像の特徴をあらわしたものである。この場合濃度値は
“０”が最暗レベル（黒）に、“２５５”が最明レベル（白）に対応させており、入力さ
れる画像信号の各画素の濃度値が、０～２５５の何れかを判別し、その時のヒストグラム
度数を順次加算し、図３に示すようなヒストグラムを得ることができる。
【００２２】
図３は文字原稿（下地無着色）の場合のヒストグラムの例を示したものである。文字原稿
では、文字部と背景景部といった濃度差の大きい領域から成り立っているので、図３に示
されるような最明部、最暗部付近の度数が大きくなる双峰形の形状を示す。
【００２３】
また図４は写真原稿の場合のヒストグラムの例を示したものである。つまり写真原稿では
、その画像が濃度変化の緩やかな中間調部が多くを占めているため、図４に示されるよう
な文字原稿よりは単峰形に近い形状を示す。
【００２４】
さらに図５は新聞や緑、青、黄色など色地のある下地着色原稿の場合のヒストグラムの例
を示したものである。下地着色原稿では、文字原稿に比べ、背景部が低い濃度を持つ。そ
のため図５に示されるように文字原稿のヒストグラムに比べると、最明部付近に存在する
画素が中間調側に偏った形状を示すことになる。
【００２５】
従って、上述したように図２における処理の第１ステップとして、入力される画像信号に
基づいて図３乃至図５に示す濃度値ヒストグラムが作成される。この作成された濃度値ヒ
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ストグラムにて原稿の特徴、つまり特性が認識できる。
【００２６】
しかし、このままでは情報量として大きすぎるため、この濃度値ヒストグラムに基づいて
本発明においては２つの特徴データを抽出する。これが、図２における第２のステップに
おける特徴データの抽出である。
【００２７】
まず、濃度補正処理しようとする原稿の背景となる部分があると仮定し、その背景になる
と思われる濃度値の代表値として、図３に示すように濃度値ヒストグラムの最大度数（ピ
ーク）を持つ濃度値ｌｐを抽出する。この場合、少なくとも最大のピークを示す濃度値ｌ
ｐの値が大きく（白色度が大きく）なり、下地が白色のシートからなる文字原稿であるこ
とが認識できる。
【００２８】
また他の一つは、例えば写真原稿か否かの認識として利用されるものである。そのため、
背景部分に相当する画像信号の割合として、上記最大度数（最大ピーク）の濃度値ｌｐ±
ｎの範囲内の濃度値の画像信号の個数（濃度値を示す画素数）の和を、上記メモリ２に格
納されている画像信号の個数（濃度値を示す全画素数）の総和で割り、この数値（割合）
ｐｅｒｌをも特徴データとする。この特徴データである割合ｐｅｒｌは、濃度値ｋのヒス
トグラム度数をｈｉｓｔ［ｋ］とすると、以下の式１（数１）で算出される。
【００２９】
【数１】
　
　
　
　
　
　
【００３０】
このようにして求めた数値ｐｅｒｌが小さい場合、写真原稿であることを認識できる。つ
まり、文字原稿においては、最大ピークの濃度値ｌｐに相前後する濃度値（ｌｐ－ｎ～ｌ
ｐ＋ｎ）の画素数が多くなる。この点、写真原稿においては、図４からも理解できる通り
、最大ピークが存在するにしても、その最大ピークにおける画素数が、文字原稿における
画素数より小さい。そのため、数値ｐｅｒｌが小さくなる。これにより、写真原稿である
ことが精度よく認識できる。
【００３１】
ここで、上記式１の分母となる画素の総個数とは、濃度値ヒストグラムを作成した時の全
体の画素数である。また、上記ｎの範囲としては、例えば濃度値で１０～２５の範囲に設
定すればよい。
【００３２】
この場合、上記数値ｐｅｒｌを求める上記式１の分子としては、最大ピークの濃度値ｌｐ
に相前後する範囲（±ｎ）を含めた画素数にすることなく、単純に最大ピークの濃度値ｌ
ｐにおける画素数としてもよい。
【００３３】
以上のように、文字原稿は、写真原稿や下地着色原稿に比べてｌｐの濃度値が大きくなり
、写真原稿は、文字原稿や下地着色原稿に比べてｐｅｒｌの数値が小さくなることで、そ
の特徴を示す原稿を簡単に認識できる。また、下地着色原稿の場合には、濃度値ｌｐの値
が文字原稿の場合より小さいが、式１により求める特徴である割合ｐｅｒｌの値が、写真
原稿より大きいため、写真原稿との区別及び文字原稿との区別が明瞭になり、２つの特徴
の抽出により簡単に精度よく認識できる。
【００３４】
そこで、本発明においては、上述したように特徴データ抽出回路３により２つの特徴を上
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述したように抽出できる。この抽出した特徴データにより上記濃度補正テープル選択回路
４における文字原稿、写真原稿、下地着色原稿に対応する濃度補正テーブルの選択が行わ
れる。これが図２に示す濃度補正テーブルの選択する第３のステップである。
【００３５】
上記濃度補正テーブルの一例について図６に示している。該図６において、符号７、８及
び９は、濃度補正テーブルを示すものであって、特に符号７は文字原稿を、８は写真原稿
を、９は下地着色原稿に対応する。そこで、上述したように特徴データ抽出回路３にて抽
出された２つの特徴に応じて、使用する補正テーブル７乃至９の何れかが濃度補正テーブ
ル選択回路４にて選択される。この選択においては、先に説明した通りであり、写真原稿
であることが認識されれば、補正テーブル８が選択されることになる。
【００３６】
上述したように抽出した特徴データに基づいて、原稿の特徴、つまり特性を認識し、これ
により濃度補正テーブルの７乃至９の何れかが選択される。そして、次に濃度補正回路５
は、選択された濃度補正テーブルに従って、入力された画像信号の濃度補正を行う。これ
が、図２における最終のステップによる濃度補正処理である。つまり、濃度補正回路５で
は、図６において選択された補正テーブルに基づいて、入力された画像信号の濃度値に対
し、縦軸で示す濃度補正値にて出力することになる。
【００３７】
例えば、濃度補正回路５は、入力の画像信号（画素）の濃度値が図６において“ａ”の場
合、写真原稿として認識されテーブル８が選択されている状態においては、補正値“ｂ１
”に相当する補正濃度値を出力する。この場合、特徴データにて文字原稿として認識され
ていれば、濃度補正テーブル７が選択されており、これに基づいて、入力画像の濃度値“
ａ”に対して、“ｂ１”における補正濃度値、つまり黒（“０”）の濃度値を出力し、下
地着色原稿として認識されテーブル９が選択されていると補正値“ｂ３”における白色（
“２５５”）の濃度値を出力する。
【００３８】
上述した濃度値も補正を行うことにより、文字原稿においては、文字に対応する部分と下
地とを明確に区分され、画像領域を明瞭に表面、つまり文字を明確に再現できるデータと
して補正出力される。この点、写真原稿の場合には、入力された濃度値に見合った濃度補
正されるため、中間調の再現性に富む補正出力を行うことになる。
【００３９】
以上のように、本発明の画像処理装置によれば、２つの特徴データに基づいて、文字原稿
、写真原稿、新聞や緑、青、黄色など色地のある下地着色原稿かを精度よ 別すること
ができる。その識別結果に応じて、それぞれの種類の原稿に応じた補正テーブル７乃至９
を選択し、選択した補正テーブルに基づいて、濃度補正を行うことができる。
【００４０】
次に、上述した本発明による画像濃度補正の原理を利用し、以下に実際に入力される画像
信号に対する特徴データの抽出、抽出された特徴データに基づいて濃度補正のためのテー
ブルの選択等を処理を具体的に各種形態において各種の事例に従って説明する。
【００４１】
（第１の実施形態）
この第１の実施形態においては、上述に説明した画像処理装置における濃度補正処理を用
いて、画像の画質向上を図るための一つの態様として、図７のフローチャートの制御の流
れに従って説明する。図７は、図１に示す入力される画像データ（画像信号）を、上述し
た２つの特徴点を抽出し濃度補正を行う処理手順を示している。
【００４２】
まず、画像信号は、濃度値ヒストグラム作成のために図１における入力端子１からの濃度
補正を行うラインよりも常に数ライン先まで入力し、これをメモリ２は、濃度補正を行う
ラインから入力されている数ライン先のラインまでの画像信号を格納（ステップｓ１）す
る。そして特徴データ抽出回路３は、濃度補正を行うラインと、それに相前後、特に濃度

10

20

30

40

50

(6) JP 3852998 B2 2006.12.6

く識



補正を行うラインより先の周辺数ラインの画像信号による濃度値ヒストグラムに基づく２
つの特徴を抽出するために、各ライン毎のヒストグラムを作成（ｓ２）する。
【００４３】
そこで、１ラインの濃度値ヒストグラムの作成が完了しなければ、上述したヒストグラム
の作成を継続（ｓ３→ｓ１）し、１ラインの濃度値ヒストグラムの作成を終えれば、数ラ
イン分の濃度値ヒストグラムを作成（ｓ４）する。
【００４４】
上記濃度値ヒストグラムは各ライン毎に作成した濃度値ヒストグラムを、各濃度値別に加
算（ｓ４）することによって作成することができる。
【００４５】
次のステップとして、濃度補正を行うラインを含め相前後する数ライン分のヒストグラム
が作成されれば、上記特徴データ抽出回路３にて、２つの特徴データｌｐ及びｐｅｒｌが
抽出（ｓ５）される。この特徴データｌｐは、作成された濃度値ヒストグラムに基づいて
、最大ピークの濃度値として求めることができ、もう一つの特徴データｐｅｒｌについて
は、第１の特徴データｌｐに基づいて、式１により簡単に求めることができる。
【００４６】
上述したステップが完了すれば、濃度補正テーブル選択回路４は、ステップｓ５にて抽出
された２つの特徴データに基づいて、図６に示す複数の濃度補正テーブルから原稿の特性
に応じて一つが選択される。この場合、補正を行うラインに対し、前のラインにおいて選
択した濃度補正テーブルを参照して濃度補正テーブルを選択（ｓ６）することもできる。
【００４７】
濃度補正テーブルが選択されれば、濃度補正回路５において、選択された濃度補正テーブ
ルを用いて１ライン分の画像信号の濃度補正（ｓ７）が行われる。例えば、図６に示す補
正テーブル７乃至９の何れかのテーブルに基づいて、濃度補正が実行される。
【００４８】
また濃度補正テーブルとしては、図６に示されるような３つの濃度補正テーブル７乃至９
と、これらの濃度補正テーブルを中間として、それぞれに対して図において左右に多少ず
れる特性を持つテーブルや、写真原稿においてはその傾きが代わる複数のものを用意する
とよい。そこで、特徴データｌｐ及びｐｅｒｌの組が文字領域であると認識する数値の範
囲にあれば、現ラインの濃度補正テーブルの選択としては、補正する前のラインの濃度補
正テーブルよりも文字領域寄りの特性の濃度補正テーブルのうち前のラインの濃度補正テ
ーブルに最も近い特性のものを選択する。
【００４９】
また、抽出された特徴データｌｐ及びｐｅｒｌの組が写真領域であると認識できる数値の
範囲にあれば、現ラインの濃度補正テーブルは、補正する前のラインの濃度補正テーブル
よりも写真領域寄りの特性の濃度補正テーブルのうち前のラインの濃度補正テーブルに最
も近い特性のものを選択する。
【００５０】
さらに、抽出された特徴データｌｐ及びｐｅｒｌの組が下地着色領域であると認識できる
数値の範囲にあれば、現ラインの濃度補正テーブルは、補正する前のラインの濃度補正テ
ーブルよりも下地着色領域寄りの特性の濃度補正テーブルのうち前のラインの濃度補正テ
ーブルに最も近い特性のものを選択する。
【００５１】
ここで、抽出した特徴データｌｐ及びｐｅｒｌにおいて、どの領域であるかを認識するの
が難しい数値の範囲にあれば、現ラインの濃度補正テーブルを、補正する前のラインの濃
度補正テーブルと同じものを選択することができる。
【００５２】
このようにして、各ライン毎の画像信号による濃度補正を行い、全てのラインによる濃度
補正が完了していなければ、ｓ８→ｓ１へと進み、上述した処理を継続して実行する。
【００５３】
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ここで、最初のラインの画像信号を入力する場合には、その周辺の複数のラインを加味し
た濃度値ヒストグラムを得ることができない。そのため、最初のラインから所定のライン
数に達するまでの間においては、その最初のラインにて作成された１ラインのヒストグラ
ムにて特徴を抽出し、これにより濃度補正のためのテーブルを選択するようにしてもよい
。また、最初のラインについては、それ以降に後続する複数ラインの画像信号をメモリ２
に記憶し、所定のライン数に達すれば作成された濃度値ヒストグラムから特徴データｌｐ
及びｐｅｒｌを抽出し、これに基づき最初のラインの濃度補正を行うようにしてもよい。
これであれば、最初のラインの補正出力が所定数のラインに達するまで、多少遅延するも
のの、体勢にはあまり影響されることはない。
【００５４】
従って、図７における画像処理、特に濃度補正処理によれば、各ライン毎にその周辺の数
ラインの画像信号の情報を加味することができる。これにより、そのラインの特徴を適切
に認識し、各ライン毎に濃度補正テーブルを適宜選択するので、各ライン毎に適切な濃度
補正を行える。
【００５５】
また、上述した図７に示した画像処理の別の実施態様を説明する。別の実施態様として図
８のフローチャートにその例を示している。図７との相違点としては、ステップｓ４及び
ｓ５の処理である。その他の処理については同一である。
【００５６】
つまり画像信号は、濃度値ヒストグラム作成のために上記入力端子１から濃度補正を行う
ラインよりも常に数ライン先まで入力され、これがメモリ２に記憶されていく。そして、
各ライン毎に濃度値ヒストグラムが作成（ｓ１，ｓ２）される。そして、１ライン単位に
濃度値ヒストグラムが作成されれば、その作成されたヒストグラムに基づいて特徴データ
ｌｐ及びｐｅｒｌを抽出（ｓ４０）する。図７においては、数ライン分の濃度ヒストグラ
ムを作成し、それにより特徴データｌｐ及びｐｅｒｌを抽出しているが、この実施態様に
おいては１ライン単位で濃度値ヒストグラムを作成し、特徴データの抽出を行っている。
【００５７】
次に、抽出されたライン単位毎の特徴データは、濃度補正を行うラインとその周辺数ライ
ンの各特徴データｌｐ及びｐｅｒｌの平均値を算出（ｓ５０）する。平均値は単純に所定
ラインの各特徴データを加算し、それを所定数で割ったもの、特徴データの中で最低値及
び最高値を除外して平均化する等の方法により行えばよい。この算出された平均値の特徴
データｌｐ及びｐｅｒｌに基づいて、図６に示すような濃度補正テーブルを図７同様に選
択（ｓ６）する。この選択は、抽出された特徴データに基づいて図６における濃度補正テ
ーブルの一つを選択する。
【００５８】
あるいは、上記平均値化した特徴データｌｐ及びｐｅｒｌの範囲と、前のラインの濃度補
正テーブルに基づいて、濃度補正テーブルを選択する。このようにしておけば、濃度補正
の途中で例えば濃度補正テーブル７から８へと全く異種の原稿と特性を示すテーブルが変
更されるのを防止できる。この場合、濃度補正テーブルとしては写真原稿や文字原稿にお
いて、それぞれ複数のテーブルを用意しておき、それらの中から選択させることができる
。
【００５９】
以上のようにして、選択された濃度補正テーブルを用いて入力画像信号の濃度補正を、各
ライン毎に濃度補正（ｓ７）を行う。入力される画像信号の全ラインの濃度補正が完了し
ていなければ、最初のステップｓ１に戻り上述した処理を繰り返し実行する。
【００６０】
ここで、濃度補正テーブルは、図７にて説明した通り、図６に示されるような３つの濃度
補正テーブル７～９と、その３つの濃度補正テーブルの中間の特性を持つテーブルを数個
用意しておけばよい。そして、特徴データｌｐ及びｐｅｒｌの平均の組が、文字領域であ
ると認識する数値の範囲にあれば、現ラインの濃度補正テーブルは、補正する前のライン
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の濃度捕正テープルよりも文字領域寄りの特性の濃度補正テーブルのうち前のラインの濃
度補正テーブルに最も近い特性のものを選択する。以下同様に、特徴データから写真領域
であると認識する数値の範囲にあれば、現ラインの濃度補正テーブルは、補正する前のラ
インの濃度補正テーブルよりも写真領域寄りの特性の濃度補正テーブルのうち前のライン
の濃度補正テーブルに最も近い特性のものを選択する。また、特徴データの平均の組が下
地着色領域であると認識する数値の範囲にあれば、現ラインの濃度補正テーブルは、補正
する前のラインの濃度補正テーブルよりも下地着色領域寄りの特性の濃度捕エテーブルの
うち前のラインの濃度補正テーブルに最も近い特性のものを選択する。さらに、特徴デー
タの平均の組がどういう領域であるかを認識するのが難しい数値の範囲にあれば、現ライ
ンの濃度補正テーブルを補正する前のラインの濃度補正テーブルと同じものを選択する。
【００６１】
以上説明した図８における実施態様によれば、各ライン毎にその周辺の数ラインの画像信
号の情報を加味することに上りそのラインの特徴を適切に認識し、各ライン毎に濃度補正
テーブルを選択するので、各ライン毎に適切な濃度補正が行われる。また、各ライン毎に
特徴データを抽出しておいて平均を算出することによって、図７の場合に比べて、特徴デ
ータ柚出回路の規模を小さくすることができる。
【００６２】
また、図９には第１の実施形態における他の態様を示す処理制御の流れを示している。こ
の態様は、図７及び図８とは異なり入力される画像信号の前のラインに特徴データに基づ
いて、濃度補正テーブルを選択し、入力される画像信号の濃度補正を行うものである。
【００６３】
そこで、図９に従って説明すれば、入力される画像信号はライン毎にメモリ２に記憶され
る。ます、１ラインの画像信号の入力が完了すれば、入力された１ラインの画像信号の濃
度補正を行う（ｎ１２）。この補正においては、以後に説明する選択された濃度補正テー
ブルに基づいて濃度補正が行われる。
【００６４】
上記入力される画像信号は、それに基づいて濃度値ヒストグラムが作成（ｓ１３）される
。そして１ラインの画像入力及び濃度値ヒストグラムが作成されれば、その入力された現
１ラインの特徴データｌｐ及びｐｅｒｌが抽出（ｓ１５）される。この抽出された特徴デ
ータｌｐ及びｐｅｒｌは、濃度補正を行うラインの前の所定ライン分の特徴データと、平
均化される。つまり、現１ラインの前においても、そのつど特徴データが抽出されており
、これらの特徴データが平均化（ｓ１６）される。
【００６５】
そして、入力画像信号の濃度補正は、この特徴データの平均値に基づいて図６に示すよう
な濃度補正テーブル７乃至９の何れかが選択される。あるいは、この特徴データの平均値
と前のラインの濃度補正テーブルに基づいて、濃度補正テーブルを選択（ｓ１７）し、そ
のテーブルを用いて次に入力される画像信号（ｓ１１）の濃度補正（ｓ１２）が行われる
ことになる。従って濃度補正を行う画像信号は、入力端子１から入力される時点で濃度補
正テーブルがステップ１７にて選択されているので、その濃度補正テーブルに基づき、入
力される画像信号をそのまま濃度補正することができる。
【００６６】
濃度補正テーブルは、図６に示すものの他に先に説明した通り、３つのテーブル７～９と
、その中間の特性を持つテーブルを数個用意しておくとよい。そして、選択に対しては、
補正する前のラインの濃度補正テーブルについても選択対象として考慮される。これは、
先の説明の通りである。
【００６７】
このように、図９に示す画像処理においては、各ライン毎に前の数ラインの画像信号の情
報に基づいてそのラインの特徴を適切に類推し、各ライン毎に濃度補正テーブルを選択す
るので、各ライン毎に適切な濃度補正が行われる。また、前の数ラインの画像信号に基づ
く特徴データを抽出するため、数ライン分を記憶しておくメモリ２を不要にできる。
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【００６８】
しかし、最初のラインの濃度補正テーブルが選択されていないため、少なくとも１ライン
のメモリを備え、そのラインについては、１ラインでの特徴データの抽出により濃度補正
テーブルを選択し、この選択テーブルに基づいて濃度補正を行うようにすればよい。そし
て、それ以降においては、順次前のラインの特徴データが抽出されていくため、それらを
所定ライン分の平均化を行い、濃度補正テーブルを選択するようにできる。
【００６９】
以上図７乃至図９において説明した第１の実施形態の画像処理、つまり濃度補正処理につ
ては、目的の補正を行うラインの画像信号の周辺を所定ラインの状態を濃度値ヒストグラ
ムとして作成し、その濃度値ヒストグラムより本発明による特徴データｌｐ及びｐｅｒｌ
を抽出し、濃度補正テーブルの選択を行うようにしている。これにより、補正対象となる
ラインの周辺の状況を明確に把握した状態での濃度補正を行える。
【００７０】
また、補正を行いラインに対して前又は先（相前後）のラインの所定ライン数に基づ 濃
度値ヒストグラムを作成し、このヒストグラムにより特徴データを抽出するようにしても
よい。
【００７１】
以上説明した実施形態に対して、次に入力される画像信号毎、特に１ライン毎に特徴デー
タを抽出し、それに基づいく濃度補正処理を行う態様を第２の実施形態として以下に説明
する。
【００７２】
（第２の実施形態）
上述したように、この実施形態においては、入力される画像信号をその都度濃度補正し、
出力することができる。これにより、デジタル複写機やスキャナ等においては、原稿の読
取走査と共に、濃度補正を行えるため、予備走査を行う必要が全くなくなる。
【００７３】
図１０は、その一例を示す画像処理の流れを示すフローチャートである。
【００７４】
図１０において、画像信号は入力端子１から順次入力（ｓ２１）され、１ライン単位でメ
モリ２に格納される。これにより特徴データ抽出回路３は、１ライン単位で濃度値ヒスト
グラムを作成（ｓ２２）する。１ラインの画像信号が入力されたことが確認（ｓ２３）さ
れると、上記作成された濃度値ヒストグラムより、特徴データ抽出回路３にて特徴データ
ｌｐ及びｐｅｒｌが抽出（ｓ２４）される。この特徴データｌｐとｐｅｒｌに基づいて、
例えば図６に示す濃度補正テーブルの一つが選択される。あるいは、この特徴データと、
前のラインの濃度補正テーブルに基づいて、濃度補正テープルを選択（ｓ２５）し、その
選択された濃度補正テーブルを用いて入力された現１ラインの画像信号の濃度補正（ｓ２
６）が行われる。
【００７５】
ここで、濃度補正テーブルは、第１の実施形態において詳細に記載して るように、図６
に示されるような３つの濃度補正テーブル７～９と、この３つのテーブルの中間の特性を
持つテーブルを数個用意しておく。そして、特徴データｌｐ及びｐｅｒｌの組が文字領域
であると認識する数値の範囲にあれば、現ラインの濃度補正テーブルは、補正する前のラ
インの濃度補正テーブルよりも文字領域寄りの特性の濃度補正テーブルのうち前のライン
の濃度捕正テープルに最も近いものを選択する。
【００７６】
また、特徴データｌｐ及びｐｅｒｌの組が写真領域であると認識する数値の範囲にあれば
、現ラインの濃度補正テーブルは、補正する前のラインの濃度捕正テープルよりも写真領
域寄りの特性の濃度補正テーブルのうち前のラインの濃度補正テーブルに最も近いものを
選択する。
【００７７】
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そして、特徴データｌｐ及びｐｅｒｌの組が下地着色領域であると認識する数値の範囲に
あれば、現ラインの濃度補正テーブルは、補正する前のラインの濃度補正テーブルよりも
下地着色領域寄りの特性の濃度補正テーブルのうち前のラインの濃度捕正テープルに最も
近いものを選択する。この時、特徴データｌｐ及びｐｅｒｌの組がどういう領域であるか
を認識するのが難しい数値の範囲にあれば、現ラインの濃度補正テーブルを補正する前の
ラインの濃度補正テーブルと同じものを選択する。
【００７８】
以上説明したように、１ライン分の画像信号をメモリ２に記憶するだけで、濃度補正を行
うラインの画像信号に基づいてそのラインの特徴を適切に認識し、各ライン毎に濃度補正
テーブルを選択するので、各ライン毎に適切な濃度補正が行われる。
【００７９】
続いて、図１１のフローチャートに基づく画像処理について説明する。
【００８０】
まず、入力される画像信号は入力端子１から入力（ｓ３１）され、濃度補正を行うが、特
徴抽出回路３において、 1ライン単位で濃度値ヒストグラムを作成（ｓ３３）する。その
前に、入力された画像信号において濃度補正（ｓ３２）が行われる。この濃度補正は、前
のラインによる画像信号の特徴データに基づいて選択された濃度補正テーブルより行われ
る。
【００８１】
そのため、上記特徴データｌｐ及びｐｅｒｌは、１ラインの画像信号入力が完了（ｓ３４
）した後、特徴データ抽出回路３にて、作成された濃度値ヒストグラムに基づいて抽出す
る。そして、入力画像信号の濃度補正は、そのラインの特徴データｌｐ及びｐｅｒｌとに
基づく濃度補正テーブルが選択されて行われる。あるいは、この特徴データと共に、前の
ラインの濃度補正テーブルに基づいて、濃度捕正テープルを選択し、そのテーブルを用い
てステップｓ３２にて濃度補正処理が行われる。
【００８２】
ここで、濃度補正を行う画像信号は、入力端子１から入力される時点で濃度補正テーブル
が選択されているので、モリ２を省略することが可能となる。
【００８３】
上記濃度補正テーブルは、先に説明した通りであり、図６に示されるような３つの濃度補
正テーブル７～９と、その３つのテーブルの中間の特性を持つテーブルを数個用意してお
き、上述した特定データｌｐ及びｐｅｒｌに基づいて選択する一方、前のラインの濃度補
正テーブルに最も近いものを選択するようにする。これは先の説明の通りである。
【００８４】
図１１に示す画像濃度の補正処理によれば、濃度補正を行う前のラインの画像信号に基づ
いて特徴を適切に類推し、各ライン毎に濃度補正テーブルを選択するので、各ライン毎に
適切な濃度補正が行われる。
【００８５】
（本発明の別の展開）
第１及び第２の実施形態においては、特徴データ抽出回路３は、入力される画像信号に応
じた濃度値ヒストグラムを作成し、該作成したヒストグラムに基づいて特徴データｌｐ及
びｐｅｒｌを抽出して る。
【００８６】
上記特徴データｌｐは、作成されたヒストグラムの最大度数（最大の画素数）の濃度値と
して設定して る。この特徴データの抽出の方法について以下に種々例示する。
【００８７】
まず、濃度値ヒストグラムより特徴データを抽出する他の方法としては、ある一定の濃度
値（例えば濃度値“１００”）以上の範囲で、最大度数を持つ濃度値を抽出する。もし、
ある一定の濃度値（“１００”）以上の範囲の度数が、すべて「０」の場合は、特徴デー
タｌｐをある一定の濃度値（例えば“１００”）とし、もう一つの特徴データｐｅｒｌは
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「０」とする。
【００８８】
通常、文字原稿においては、図３に示すように文字が占める領域に対して、下地の占める
割合の方が多いのが一般的である。しかし、文字が非常に多く、また文字の線が太く書か
れている場合には、その文字が占める領域が下地より多くなる場合がある。この状態の濃
度値ヒストグラムを作成すると、図１２のようになる。
【００８９】
このヒストグラムによれば、第１及び第２の実施形態において説明したように、抽出され
る特徴データｌｐは、濃度値ｌｐ１が抽出されることになる。これでは、特徴データｌｐ
１により、文字原稿であることが認識できずに、誤認する可能性が出てくる。
【００９０】
そのため、特徴データｌｐの抽出においては、一定濃度、この事例では濃度値“１００”
以上の範囲での最大度数を特徴データｌｐとして抽出するようにしておけば、図１２のヒ
ストグラムにおいても、当然特徴データｌｐは、濃度値ｌｐ２として抽出されることにな
る。この時の特徴データｐｅｒｌについては、次式（式２）により簡単に算出できる。
【００９１】
【数２】
　
　
　
　
　
　
【００９２】
上述のようにして特徴データ抽出回路３においては、作成した濃度値ヒストグラムから、
その濃度値“１００”以上（明るくなる方法）の中での最大度数の濃度値を抽出するよう
にし、このように抽出された特徴データに基づいて、第１及び第２の実施形態同様に、濃
度補正テーブルの選択のために利用されることになる。そのため、図１２に示すようなヒ
ストグラムを示す文字原稿においても忠実に認識でき、原稿の特性の認識を誤認すること
なく、これにより確な濃度補正を行える。
【００９３】
また、濃度値ヒストグラムが図１３のようになる白い紙の上に、新聞や緑、青、黄色など
色地のある紙が貼られているような下地が着色部分と無着色部分（白）を持つ領域でも、
白い部分の画像信号の多くを無視して特徴データｌｐが抽出され、抽出された濃度値ｌｐ
によりｐｅｒｌが式２から算出される。この場合、算出された特徴データｐｅｒｌの値は
、写真原稿の特徴データｐｅｒｌの値より大きくなり、写真領域として誤認してしまう程
の小さい数値になることはない。よって、この場合には、当然下地着色領域と認識される
ため、問題はない。
【００９４】
また、上述した特徴データｌｐの抽出法とは別の方法を以下に記す。つまり、濃度値ヒス
トグラムの最大度数をもつ濃度値ｌｐは、濃度値の低い方（数値の少ない方）から調べて
いき、濃度値ヒストグラムの度数が極大値となる最初の濃度値とする。この極大値を求め
るには、まず次の式を最初に満たす濃度値ｘ 0を見つけ出す。
【００９５】
ｈｉｓｔ［ｘ 0＋１］－ｈｉｓｔ［ｘ 0］＞０
そして、ｘ 0以上の濃度値ｘ 1について次の式を最初に満足するものを見つけ出し、これを
特徴データｌｐとする。
【００９６】
ｈｉｓｔ［ｘ 1＋１］－ｈｉｓｔ［ｘ 1］＜０
これにより、白い紙の上に新聞や緑、青、黄色など色地のある紙が貼られているような下
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地が着色部分と無着色部分（白色）を持つ領域で、下地無着色部分が下地着色部分上りも
多くを占めるような場合、濃度値ヒストグラムを作成しても、図１４のようになり、特徴
データｌｐは、ｌｐ４でなく、ｌｐ３が抽出され、これにより下地着色領域と認識される
。
【００９７】
このようにしておけば、下地着色部の文字の濃度補正を下地着色部に基づいて行えるため
、よい正確な濃度補正を行える。しかし、下地無着色である濃度値ｌｐ４が特徴データと
して抽出されると、白色状態での文字の濃度補正が行われるため、多少忠実度から欠ける
ことにもなる。
【００９８】
以上の特徴データｌｐの抽出については、特殊な原稿の場合においても忠実ななる濃度補
正を行わせるためであって、通常の原稿においては、図３乃至図５に示すような濃度値ヒ
ストグラムを示し、これが一般的である。
【００９９】
一方、上述した特徴データの抽出において、濃度値ヒストグラムの度数が極大値となる最
初の濃度値を見つけ出し、その濃度値をｌｐとしている。そして、このｌｐよりさらにあ
る一定の数値の大きい濃度値まで、上記ｌｐの度数よりも大きい極大値が存在するか否か
を調べ、存在しなければ、そのｌｐに基づいて第２の特徴データであるｐｅｒｌを式２よ
り求める（抽出する）。また、途中で存在すれば、この極大値を持つ濃度値をｌｐとし、
この新しい特徴データｌｐが抽出される限り同じ処理を繰り返す。
【０１００】
このように、濃度値ヒストグラムの度数の極大値が周辺に複数ある場合、その周辺の最大
値を持つ濃度値をｌｐとすることにより、背景になると思われる濃度値の最大値がｌｐを
簡単に抽出することができる。
【０１０１】
さらに、特徴データｌｐを抽出するための濃度値ヒストグラムについては、偶然が伴った
最大値や極大値が抽出対象となれば、原稿の特徴点の認識に誤りが生じることも考えられ
る。そのため、作成される濃度値ヒストグラムについては平滑化しておくことが好適でも
ある。そのため各濃度値の周辺の濃度値の度数の平均（和）をそれぞれ求め、その値を各
濃度の度数とすることにより、平滑化されたヒストグラムが作成される。その平均化する
ための手法について下記式３又は式４に示す。
【０１０２】
【数３】
　
　
　
　
　
【０１０３】
または、
【０１０４】
【数４】
　
　
　
　
　
【０１０５】
このようにヒストグラムの形状が滑らかになることにより、偶然が伴った最大値や極大値
は少なくなり、特徴データｌｐは、背景になると思われる濃度値の代表値としてより適切
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なものとなる。これによって、第２の特徴データｐｅｒｌも背景部分に相当する画像信号
の割合としてより適切なものとなる。
【０１０６】
以上説明した本発明の画像処理装置について、本発明をおさらいのために、その構成及び
作用効果等を以下に記載する。
【０１０７】
本発明の画像処理装置は、原稿を走査して得られた画像信号から原稿の濃度特性を示す特
徴データを抽出する特徴データ抽出手段（３）と、上記特徴データが入力されるとこの特
徴データに基づいて原稿の特性を認識する画像認識手段（３）と、上記原稿の画像信号の
濃度値を原稿の画像の特性に応じて補正濃度値に変換するための濃度補正テーブルを複数
有し上記画像認識手段からの画像認識情報に基づいて上記濃度補正テーブルの中から画像
特性に応じた濃度補正テーブルを選択し、その濃度補正テーブルにより画像信号の濃度補
正を行う濃度補正手段（４，５）とを有し、上記特徴データ抽出手段（３）は、画像の濃
度値ヒストグラムの最大度数を待つ濃度値と、その濃度値に基づく画素数の割合とする構
成である。
【０１０８】
このように構成することで、特徴データを２つだけにすることで、簡単な選択基準により
画像認識手段にて文字原稿、写真原稿、新聞や緑、青、黄色など色地のある下地着色原稿
を識別することができ、それぞれの種類の原稿に応じた濃度補正を行うことができる。
【０１０９】
上記画像処理装置において、濃度補正手段における濃度補正テーブルの選択を濃度補正を
行うラインとその周辺の数ラインの画像信号より抽出される特徴データに基づいて濃度補
正テーブルを選択、または抽出された特徴データと濃度補正を行う前のラインの濃度補正
テーブルとに基づいて行うようにすると、各ライン毎にその周辺の数ラインの画像信号の
情報を加味することができる。しかも、そのラインの周辺の特徴を適切に認識し、各ライ
ン毎に濃度補正テーブルを選択することができ、各ライン毎に適切な濃度補正を行える。
【０１１０】
上記画像形成装置において、濃度補正手段における濃度補正テーブルの選択を濃度補正を
行うラインとその周辺の数ラインの１ライン単位で抽出される特徴データの平均値を算出
し、これを特徴データとして、これに基づき濃度補正テーブルを選択する。この場合にお
いても、濃度補正を行う前のラインの濃度補正テーブルを加味して補正テーブルを選択す
ることもできる。この構成においても、ライン毎にその周辺の数ラインの画像信号の情報
を加味するができ、そのラインの特徴を適切に認識し、各ライン毎に濃度補正テーブルを
選択できる。また各ライン毎に適切な濃度補正が行える。この場合、各ライン毎に特徴デ
ータを抽出し、これの平均を算出することで、特徴データ抽出回路の規模を小さくするこ
とができる。
【０１１１】
また、上記画像処理装置において、濃度補正手段における濃度補正テーブルの選択を、濃
度補正を行うラインよりも前の数ラインの１ライン単位で抽出された特徴データの平均値
を算出し、これにより濃度補正テーブルを選択し、これに基づいて濃度補正を行うことで
、各ライン毎に前の数ラインの画像信号の情報に基づいてそのラインの特徴を適切に類推
し、各ライン毎に濃度補正テーブルを選択できる。そのため、各ライン毎に適切な濃度補
正が行われる。また、濃度補正を行う画像信号は、入力される時点で濃度補正テーブルが
選択されるようになるため、画像信号を即座に濃度補正できるため、画像信号を記憶して
おくメモリ（２）を削減を可能にできる。例えば、デジタル複写機による原稿の読取デー
タを即座に濃度補正して出力でき、予備走査を行う必要もなくなる。
【０１１２】
また、上記画像処理装置において、濃度補正手段における濃度補正テーブルの選択を、濃
度補正を行うラインの１ラインの待徴データに基づいて行う。あるいは前のラインの濃度
補正テーブルをも加味して行うようにしておけば、１ライン分の画像信号をメモリ（２）
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に格納するだけで、濃度補正を行うラインの画像信号に基づいてそのラインの特徴を適切
に認識し、各ライン毎に濃度補正テーブルを選択できる。そのため、各ライン毎に適切な
濃度補正が行える。また、特徴データを１ライン分の画像信号に基づいて抽出するので、
特徴データ抽出回路の規模をさらに小さくすることができる。
【０１１３】
さらに、上記画像処理装置の構成において、上記濃度補正手段における濃度補正テーブル
の選択を、濃度補正を行うラインよりも前の１ラインの特徴データを抽出して行うように
することで、濃度補正を行う前のラインの画像信号に基づいて特徴を適切に類推し、各ラ
イン毎に濃度補正テーブルを選択できる。これにより、各ライン毎に適切な濃度補正が行
える。また、特徴データを１ライン分の画像信号に基づいて抽出するので、特徴データ柚
出回路の規模をさらに小さくすることができる。しかも、濃度補正を行う画像信号は、入
力される時点で濃度補正テーブルが選択されているため、すぐさま濃度補正でき、入力さ
れてくる画像信号を記憶するメモリ（２）を削減することができる。
【０１１４】
一方、上記画像処理装置の構成において、上記特徴データを抽出する時に、画像の濃度値
ヒストグラムの最大度数を持つ濃度値を、図１２に示すようにある一定の濃度値（例えば
濃度値“１００”）以上の濃度値の範囲における濃度値ヒストグラムの最大度数を持つ濃
度値とする。このようにしておけば、背景部分に相当する濃度値の代表値として抽出する
特徴データが、文字部分に相当する濃度値となる虞がなくなる。また、濃度値ヒストグラ
ムの最大度数を調べる範囲が限定されることによって処理速度が速めることができる。
【０１１５】
この画像処理装置における特徴データの抽出において、画像の濃度値ヒストグラムの最大
度数を持つ濃度値ｌｐに対し±ｎの範囲内の濃度値の画素数の割合を、濃度値ヒストグラ
ムの最大度数を持つ濃度値＋ｎ以下の範囲の濃度値の画素数に対する割合とする。これに
より、白い紙の上に新聞や緑、青、黄色など色地のある紙が貼られていて下地が着色部分
と無着色部分を持ち、濃度値ヒストグラムの最大度数を持つ濃度値が、下地無着色部分の
濃度値ではなく下地着色部分の濃度値となるような領域でも、背景部分に相当する画像信
号の割合（ｐｅｒｌ）として抽出する特徴データ（式２にて算出されるデータｐｅｒｌ）
が、下地無着色部分の画像信号の多くを無視することにより、写真領域と誤認してしまう
程の小さい数値になることは少なくなり、下地着色領域と認識される。
【０１１６】
また画像処理装置における特徴データの抽出において、画像の濃度値ヒストグラムの最大
度数を持つ濃度値を抽出する際に、図１３に示すものにおいて、例えば濃度値 "１００ "以
降の濃度値の低い方から調べていき、濃度値ヒストグラムの度数が最初の極大値となる濃
度値を濃度値ヒストグラムの最大度数を持つ濃度値に代わって特徴データとする。これに
より、白い紙の上に新聞や緑、青、黄色など色地のある紙が貼られている うな下地が着
色部分と無着色部分を持つ領域で、下地無着色部分が下地着色部分よりも多くを占めるよ
うな場合でも、下地無着色部分の画像信号の多くを無視することができる。よって、写真
領域と誤認してしまう程の小さい数値になることは少なくなり、下地着色領域と認識され
る。また、最初の極大値が見つかれば、その極大値を持つ濃度値より大きい濃度値につい
ては調べる必要がなくなるので、処理速度を速めることができる。
【０１１７】
さらに、画像処理装置における特徴データの抽出において、濃度値ヒストグラムの度数が
最初の極大値となる濃度値よりある一定の範囲内の濃度値に別に極大値を持ち、その極大
値の方が最初の極大値より大きい場合、その極大値を最初の極大値とする。この うな場
合、濃度値ヒストグラムの度数の極大値が周辺に複数あると、その周辺の最大値を持つ濃
度値を特徴データとすることにより、背景になると思われる濃度値の代表値として、より
適した濃度値を特徴データとして抽出することができる。
【０１１８】
そして、画像処理装置における特徴データの抽出において、特徴データの画像の濃度値ヒ

10

20

30

40

50

(15) JP 3852998 B2 2006.12.6

よ

よ



ストグラムの最大度数を平滑化した濃度値ヒストグラムの最大度数とする。これによれば
、ヒストグラムの形状が滑らかになることにより、偶然が伴った最大値や極大値は少なく
なり、より適切な特徴データを抽出できる。従って、どのような原稿か、あるいは領域で
あるかの識別精度が向上する。
【０１１９】
【発明の効果】
本発明による画像処理装置によれば、原稿を読取った画像信号を入力することで、該画像
信号より２種の特徴データを抽出し、これに基づいて複数の濃度補正テーブルより選択し
、濃度補正を行うようにしたため、回路構成を非常に簡単にできるだけでなく、原稿の特
性を精度よく認識でき、よって忠実に濃度補正を行える。
【０１２０】
また、画像信号の複数ライン又は単一ラインにおいて、特徴データを抽出できるため、補
正するた の画像信号の周辺の状態等を正確に把握した状態で行えるだけでなく、原稿の
特性を示す特徴データの抽出を迅速に行えるため、入力される画像信号を即座に濃度補正
を行ったうえで出力できる。そのため、処理速度が格段に向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による画像処理装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１の画像処理装置における本発明の画像処理における濃度補正処理の原理及び
その濃度補正処理の流れを示すフローチャートである。
【図３】下地が無着色の文字原稿による一般的な画像の濃度値ヒストグラムの一例を示す
説明図である。
【図４】写真原稿による一般的な画像の濃度値ヒストグラムの一例を示す説明図である。
【図５】下地が着色された原稿による一般的な濃度値ヒストグラムの一例を示す説明図で
ある。
【図６】図１こ示す画像処理装置に備えられている濃度補正回路で使用される濃度補正テ
ーブルの一例を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施形態における画像処理装置の濃度補正処理の一態様を示すフ
ローチャートである。
【図８】本発明の第１の実施形態における画像処理装置の濃度補正処理の他の態様を示す
フローチャートである。
【図９】本発明の第１の実施形態における画像処理装置の濃度補正処理のその他の態様を
示すフローチャートである。
【図１０】本発明の第２の実施形態における画像処理装置の濃度補正処理の一態様を示す
フローチャートである。
【図１１】本発明の第２の実施形態における画像処理装置の濃度補正処理の他の態様を示
すフローチャートである。
【図１２】本発明にかかる特徴データを抽出するための濃度値ヒストグラムの一例を示す
説明図である。
【図１３】本発明にかかる特徴データを抽出するための濃度値ヒストグラムの他の例を示
す説明図である。
【図１４】本発明にかかる特徴データを抽出するための濃度値ヒストグラムのその他の例
を示す説明図である。
【符号の説明】
１　入力端子
２　メモリ
３　特徴データ抽出回路
４　濃度補正テーブル選択回路
５　濃度補正回路
６　出力端子
７　文字原稿用の濃度補正テーブル
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８　写真原稿用の濃度補正テーブル
９　下地着色原稿用の濃度補正テーブル

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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